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国
有
林
で
は
、
地
域
の
森
林
整
備
の
低

コ
ス
ト
化
・
効
率
化
等
を
推
進
す
る
た
め
、

国
有
林
周
辺
の
民
有
林
所
有
者
や
集
約
化

を
進
め
る
林
業
関
係
者
等
と
森
林
整
備
の

推
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
、
協
定
区

域
内
で
設
定
し
た
森
林
共
同
施
業
団
地
に

お
い
て
、
民
有
林
と
協
調
し
た
森
林
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
28
年
12

月
末
現
在
、
19
件
の
森
林
整
備
推
進
協
定

を
締
結
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
群
馬
森
林
管
理

署
及
び
天
竜
森
林
管
理
署
に
お
い
て
新
た

に
協
定
を
締
結
し
、
森
林
共
同
施
業
団
地

を
設
定
し
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
取
組

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
28
年
11
月
29
日
に
、
み
ど
り
市
、

わ
た
ら
せ
森
林
組
合
、
桐
生
広
域
森
林
組

合
、
群
馬
県
桐
生
森
林
事
務
所
、
群
馬
森

林
管
理
署
の
５
者
で
「
み
ど
り
市
地
域
森

林
整
備
推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
み
ど
り
市
の
森
林
・
林

業
の
活
性
化
に
向
け
、
協
定
者
が
連
携
・

協
力
し
て
、
効
率
的
な
路
網
整
備
や
間
伐

等
の
森
林
施
業
を
実
施
し
、
地
域
材
の
安

定
供
給
に
取
り
組
む
こ
と
等
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

協
定
区
域
は
、
み
ど
り
市
内
の
ほ
ぼ
全

域
の
森
林
で
、
同
市
東
町
小
夜
戸
地
区
及

び
大
間
々
町
小
平
地
区
を
主
と
す
る
民
有

林
と
国
有
林
を
森
林
共
同
施
業
団
地
と
し

て
設
定
し
ま
し
た
。
団
地
面
積
は
１
５
２

９
㌶
（
民
有
林
１
１
２
２
㌶
、
国
有
林
４

０
７
㌶
）
で
、
関
東
地
方
で
は
最
大
の
規

模
と
な
り
ま
す
。

団
地
に
お
い
て
は
、
５
年
間
の
森
林
整

備
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
約
２
万
９
千
㍍

の
路
網
整
備
と
約
１
万
９
千
㎥
の
木
材
生

産
を
目
指
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
、
民
有
林
と
国
有
林

を
連
結
し
た
林
業
専
用
道
・
森
林
作
業
道

の
整
備
と
相
互
利
用
、
民
有
林
材
と
国
有

林
材
の
協
調
出
荷
、
森
林
施
業
に
関
す
る

技
術
交
流
等
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
事
業
の
低
コ

ス
ト
化
や
効
率
化
が
図
ら
れ
、
地
域
材
の

生
産
拡
大
や
安
定
供
給
に
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
28
年
12
月
８
日
に
、
掛
川
市
、
掛

川
市
森
林
組
合
、
天
竜
森
林
管
理
署
の
３

者
で
「
黒
俣
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定
」

を
締
結
し
、
市
有
林
・
私
有
林
・
国
有
林

か
ら
な
る
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設
定
し

ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
掛
川
市
黒
俣
地
域
の
森

林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
、
森
林
の
多
面

的
機
能
の
高
度
発
揮
と
資
源
の
循
環
利
用

を
図
る
た
め
、
協
定
者
が
連
携
し
て
団
地

化
を
推
進
し
、
効
率
的
な
路
網
整
備
や
間

伐
等
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

団
地
面
積
は
、
３
２
０
㌶
（
民
有
林
１

９
４
㌶
、
国
有
林
１
２
６
㌶
）
で
、
民
有

林
と
国
有
林
の
森
林
作
業
道
を
連
結
す
る

な
ど
、
計
画
的
な
路
網
整
備
を
進
め
、
高

性
能
林
業
機
械
に
よ
る
効
率
的
か
つ
低
コ

ス
ト
な
間
伐
の
実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、

中
間
土
場
の
相
互
利
用
に
も
取
り
組
み
ま

す
。具

体
的
に
は
、
森
林
整
備
実
施
計
画
に

基
づ
き
、
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
、
約
９

千
５
百
㍍
の
路
網
整
備
と
約
45
㌶
の
間
伐

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
地
域
材
の
安

定
供
給
を
図
り
、
当
地
域
の
林
業
振
興
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
は
、
今
後

も
森
林
共
同
施
業
団
地
に
お
け
る
取
組
を

始
め
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連
携
し
て
行

う
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
、
林
業
の
低

コ
ス
ト
化
等
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
林
業
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

平成２８年１２月２２日 関 東 森 林 管 理 局 第１５０号（２）

み
ど
り
市
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定

【
群
馬
森
林
管
理
署
】

森林共同施業団地の一部
（みどり市東町小夜戸）

協定調印式（みどり市）

高性能林業機械による集材・造

材作業

（掛川市黒俣地域民有林）

民
有
林
と
国
有
林
と
の
連
携
に
よ
る
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
に
つ
い
て

～

群
馬
県
み
ど
り
市
、
静
岡
県
掛
川
市
に
お
け
る
「
森
林
整
備
推
進
協
定
」
の
締
結

～

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

黒
俣
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定

【
天
竜
森
林
管
理
署
】



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
野
が

所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の
会
議
を

管
内
の
各
地
で
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各

地
域
の
代
表
市
長
村
長
に
よ
る
「
国
有
林

野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
」

を
年
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
11
月
14
日
（
月
）
に
13
地
区

の
代
表
市
町
村
長
等
に
ご
臨
席
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
林
野
庁
本
庁
か
ら
は
原
田
経

営
企
画
課
長
及
び
井
口
木
材
製
品
技
術
室

長
、
関
東
森
林
管
理
局
か
ら
は
漆
原
局
長
、

平
野
次
長
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
、
東
京

都
千
代
田
区
の
農
林
水
産
省
三
番
町
共
用

会
議
所
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
の
冒
頭
、
漆
原
局
長
か
ら
「
林
業

の
成
長
産
業
化
に
向
け
て
地
域
の
皆
様
と

連
携
し
な
が
ら
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
」
旨
の
挨
拶
の
あ
と
、
林
野
庁
か
ら
最

近
の
森
林
・
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
等
、

関
東
局
か
ら
森
林
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
の

取
組
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
支
援
、
林
地
台
帳
の
整
備
、
森
林

環
境
税
の
導
入
、
シ
カ
・
ク
マ
対
策
、
漆

生
産
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
有
効

活
用
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
の
課
題

に
つ
い
て
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。い

た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い

て
は
、
林
野
庁
及
び
関
係
森
林
管
理
署
等

と
連
携
し
て
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

福
島
森
林
管
理
署
で
は
、
阿
武
隈
川
下

流
域
（
福
島
署
）
、
阿
武
隈
上
流
域
（
白

河
支
署
）
、
奥
久
慈
流
域
（
棚
倉
署
）
の

３
地
域
合
同
に
よ
る
国
有
林
野
等
所
在
市

町
村
長
有
志
協
議
会
を
年
一
回
開
催
し
て

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
10
月
20
日
（
木
）
に
屋
内

で
の
意
見
交
換
等
に
加
え
、
「
林
業
の
低

コ
ス
ト
化
の
普
及
・
定
着
」
の
一
環
と
し

て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
や
列
状
間
伐
の
実
施
箇

所
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

出
席
い
た
だ
い
た
各
市
町
村
長
や
関
係

者
の
方
々
に
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
特
徴
や
植

栽
方
法
の
説
明
後
、
実
際
に
植
栽
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
列
状
間
伐
箇
所
で
は
、
メ
リ
ッ

ト
等
の
説
明
と
、
委
託
業
者
に
よ
る
伐
採

や
集
材
の
実
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
民
有
林
で
の
林
業
経

営
に
も
大
変
役
立
つ
と
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
「
地
域
に
貢
献
す
る
」
国
有

林
と
し
て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

（３）平成２８年１２月２２日 関 東 森 林 管 理 局 第１５０号

列状間伐の説明 市町村長によるコンテナ苗の植樹体験

協議会（東京都千代田区）

各
地
域
の
代
表
市
町
村
長
と
の
「
国
有
林
野
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
」

を
開
催

総
務
企
画
部
企
画
調
整
課

福
島
県
中
通
り
地
区
に
お
け
る
「
国
有
林
野
所
在
市
町
村
長
有
志
連
絡
協
議
会
」

の
開
催

福
島
森
林
管
理
署



赤
谷
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
年
も
多
く
の
森
林
環
境
教
育
活
動

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
は
、
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
森
林
の
生
物
多

様
性
保
全
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
経

験
を
森
林
環
境
教
育
に
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
毎
年
少
し
ず
つ
改
良
を
重
ね
て
い
ま

す
。ま

た
、
赤
谷
の
森
や
そ
の
周
辺
の
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
た
屋
外
で
の
森
林
環
境
教

育
活
動
や
、
小
学
校
へ
の
訪
問
活
動
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
実
施
し
た
主
要
な
森
林
環
境
教
育

活
動
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
そ
の
内
容
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

赤
谷
の
森
が
所
在
す
る
み
な
か
み
町

相
俣
地
区
に
は
、
千
葉
市
の
保
養
施
設

「
高
原
千
葉
村
」
が
あ
り
、
み
な
か
み
町

の
小
学
校
や
千
葉
市
の
中
学
校
が
森
林
環

境
教
育
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
赤
谷
セ
ン

タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
小
中
学
生
を
対
象
に

森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
森
の
探
検

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
森
の
探
検
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
で
は

4
～
5
種
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま
す
。

「
森
の
恵
み
と
樹
木
の
種
子
の
話
」
で

は
、
森
林
の
公
益
的
機
能
や
生
物
多
様
性

が
人
の
暮
ら
し
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か

を
解
説
し
、
ま
た
、
種
子
の
模
型
ロ
ケ
ッ

ト
リ
ー
フ
を
作
り
、
種
が
ど
の
よ
う
に
飛

ん
で
拡
が
る
か
を
体
験
し
ま
す
。

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ア
ニ
マ
ル
」
で
は
、
夏

場
の
ス
キ
ー
ゲ
レ
ン
デ
を
利
用
し
、
猛
禽

類
調
査
で
使
用
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
コ
ー

プ
や
双
眼
鏡
を
実
際
に
使
い
、
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
体
験
を
行
い
ま
す
。
猛
禽
類
の
調
査

方
法
や
な
ぜ
調
査
を
す
る
の
か
等
に
つ
い

て
も
解
説
し
ま
す
。

「
ト
レ
ジ
ャ
ー
カ
ー
ド
」
は
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
時
に
使
用
す
る
無
線
機
を
使

用
し
、
赤
谷
の
森
に
生
息
す
る
生
き
物
を

ラ
ミ
ネ
ー
ト
カ
ー
ド
に
し
た
野
生
生
物
カ
ー

ド
を
、
無
線
機
で
交
信
し
な
が
ら
探
す
ゲ
ー

ム
で
す
。
ゲ
ー
ム
を
通
じ
、
赤
谷
の
森
に

ど
ん
な
野
生
生
物
が
い
る
か
、
森
林
の
生

物
多
様
性
に
つ
い
て
学
習
し
て
も
ら
い
ま

す
。最

後
に
、
自
分
で
作
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー

フ
を
全
員
で
飛
ば
し
て
滞
空
時
間
を
競
う

ゲ
ー
ム
や
、
丸
太
切
り
競
争
で
林
業
に
触

れ
る
体
験
な
ど
を
行
い
、
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

終
了
と
な
り
ま
す
。

【
平
成
28
年
度
に
高
原
千
葉
村
で
「
森

の
探
検
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
実
施
し

た
小
中
学
校
】

７
月
：
新
治
小
学
校
5
年
生
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル８
月
：
さ
の
子
ど
も
エ
コ
教
室
（
高
崎
市
）

９
月
：
千
葉
市
立
草
野
中
学
校
、
朝
日
ヶ

丘
中
学
校

10
月
：
沼
田
北
小
学
校

11
月
：
千
葉
市
立
花
見
川
中
学
校

平成２８年１２月２２日 関 東 森 林 管 理 局 第１５０号（４）

今
月
の
表
紙

「
『
平
成
30
年
第
69
回
全
国
植
樹

祭
に
向
け
て
』
平
成
28
年
度
石
川

地
方
植
樹
祭
開
催
」

平
成
30
年
に
福
島
県
南
相
馬
市
海
岸

防
災
林
造
成
地
で
「
第
69
回
全
国
植
樹
祭
」

が
「
育
て
よ
う

希
望
の
森
を

い
の
ち
の

森
を
」
を
テ
ー
マ
に
48
年
ぶ
り
に
福
島
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

現
在
県
内
で
は
「
森
林
（
も
り
）
と
の

き
ず
な
づ
く
り
植
樹
リ
レ
ー
」
と
し
て
、

各
地
域
の
植
樹
祭
開
催
地
を
リ
レ
ー
し
て

全
国
植
樹
祭
ま
で
つ
な
い
で
い
ま
す
。
そ

の
バ
ト
ン
を
猪
苗
代
町
か
ら
引
継
ぎ
、
国

土
緑
化
石
川
地
方
推
進
委
員
会
及
び
福
島

森
林
管
理
署
白
河
支
署
が
主
催
す
る
「
平

成
28
年
度

石
川
地
方
植
樹
祭
」
が
「
夢

託
す

小
さ
な
苗
に

大
き
な
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
11
月
７
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
の
玉
川
村
「
大
寺
城
跡
公
園
」
に
、

関
係
者
１
２
０
名
が
参
加
し
、
緑
化
功
労

者
表
彰
、
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

白
河
支
署
職
員
も
植
樹
の
実
演
・
指
導
を

行
い
、
参
加
し
た

須
釜
小
学
校
６
年

生
28

名
と
一
緒
に

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
を

植
樹
し
ま
し
た
。

ロケットリーフ大会 モニタリング調査体験

１

高
原
千
葉
村
と
連
携
し
た
「
森
の

探
検
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー



赤
谷
の
森
の
あ
る
み
な
か
み
町
新
治
地

区
の
新
治
小
学
校
に
は
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
、
森
林
環

境
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
５
年
生
は

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
「
森
の
探
検
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
」
を
、
６
年
生
に
は
、
秋
に
赤

谷
の
森
に
あ
る
旧
三
国
街
道
の
遠
足
と
、

後
日
に
振
り
返
り
を
行
う
事
後
学
習
を
実

施
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
赤
谷
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
３
者
（
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
協
議
会
、
日
本
自
然
保
護
協
会
、
関

東
森
林
管
理
局
）
で
連
携
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。
遠
足
で
は
山
を
歩
き
な
が
ら
、

森
林
生
態
系
や
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ン
、
旧

三
国
街
道
の
歴
史
に
つ
い
て
解
説
し
、
ま

た
、
児
童
と
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し

ま
す
。
後
日
、
小
学
校
の
授
業
時
間
で
行

う
事
後
学
習
で
は
、
現
地
で
解
説
し
た
内

容
を
振
り
返
り
、
ま
た
、
一
緒
に
設
置
し

た
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
の
写
真
を
見
て
、
赤

谷
の
森
の
野
生
生
物
の
姿
を
確
認
し
ま
す
。

こ
の
学

習
を
通

じ
、
生

徒
達
に
、

自
分
た

ち
の
住

む
地
域

に
豊
か

な
森
林

生
態
系

が
あ
る

こ
と
や
、

地
域
の

歴
史
に
つ
い
て
学
習
し
、
地
域
に
誇
り
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
今
年
は
新
た
に
、
地
域
の
子
供

達
の
赤
谷
の
森
へ
の
理
解
を
深
め
、
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
っ
て
い
る
自
然
林
復

元
に
一
緒
に
取
り
組
む
た
め
、
天
然
更
新

に
よ
る
自
然
林
へ
の
誘
導
が
困
難
な
林
分

で
、
赤
谷
の
森
の
ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ
て
苗

を
作
り
、
植
樹
し
て
い
く
活
動
を
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
３
者
と
新
治
小
学
校
、
P
T
A

と
の
協
力
に
よ
り
始
め
ま
し
た
。

生
徒
達
が
、
将
来
自
分
た
ち
で
育
て
た

森
を
見
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も
毎
年
ど
ん

ぐ
り
拾
い
と
前
年
に
作
っ
た
苗
の
植
栽
活

動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

み
な
か
み
町
で
は
、
児
童
が
放
課
後
に

安
全
・
安
心
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
居

場
所
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
域

の
教
育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
が
小
学
校
で

「
放
課
後
子
供
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。赤

谷
セ

ン
タ
ー
で

は
、
こ
の

活
動
と
連

携
し
、
昨

年
度
か
ら

今
年
に
か

け
て
、
み

な
か
み
町

の
小
学
校

全
６
校
に
お
い
て
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
ま
し
た
。

小
学
校
の
校
舎
内
ま
た
は
校
庭
で
行
う

活
動
の
た
め
、
森
林
と
人
と
の
つ
な
が
り

の
話
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
等
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
に
よ
っ
て
は
低
学
年
だ
け
の
場
合

や
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
一
緒
に
活

動
す
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
は
少
し
ず
つ
調
整
し
な
が
ら
、
教

育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
と
協
力
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
活
動
は
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
地
域
協
議
会
と
も
連
携
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

【
実
施
し
た
小
学
校
】

平
成
27
年

11
月
：
新
治
こ
ど
も
教
室
（
新
治
小
学
校

放
課
後
こ
ど
も
教
室
）

平
成
28
年

２
月
：
北
っ
子
く
ら
ぶ
（
月
夜
野
北
小
学

校
放
課
後
こ
ど
も
教
室
）

３
月
：
藤
原
小
学
校
放
課
後
こ
ど
も
教
室

７
月
：
北
っ
子
く
ら
ぶ
（
月
夜
野
北
小
学

校
放
課
後
こ
ど
も
教
室
）
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ

10
月
：
も
も
の
子
く
ら
ぶ
（
桃
野
小
学
校

放
課
後
こ
ど
も
教
室
）

11
月
：
岳
の
子
（
た
け
の
こ
）
ク
ラ
ブ

（
水
上
小
学
校
放
課
後
子
供
教
室
）
、
古

馬
牧
っ
子
（
こ
め
ま
き
っ
こ
）
わ
く
わ
く

教
室
（
古
馬
牧
小
学
校
放
課
後
こ
ど
も
教

室
）赤

谷
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う
な
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
と
連
動
し

た
森
林
環
境
教
育
活
動
を
今
後
も
新
た
な

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
な
が
ら
続
け
、
地

域
内
外
の
方
に
森
林
の
大
切
さ
や
赤
谷
の

森
の
こ
と
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（５）平成２８年１２月２２日 関 東 森 林 管 理 局 第１５０号

親子どんぐり拾い

新治小学校旧三国街道遠足

森と人とのつながり話

森のかけらストラップづくり

２

新
治
小
学
校
の
旧
三
国
街
道
遠
足

と
事
後
学
習
、
親
子
ど
ん
ぐ
り
拾
い

３

放
課
後
子
供
教
室

落ち葉のタペストリー



私
が
勤
務
す
る
三
川
森
林
事
務
所
は
、

新
潟
県
東
部
に
位
置
す
る
阿
賀
町
（
旧
三

川
村
）
に
あ
り
、
約
６
７
０
０
ha
の
国
有

林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
阿
賀
町
は
、
町

の
面
積
と
し
て
は
新
潟
県
内
最
大
で
あ
り
、

下
越
森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
面
積
が

最
も
多
い
市
町
村
で
す
。

同
町
の
平
等
寺
境
内
に
は
、
日
本
一
と

言
わ
れ
、
国
の
天
然
記
念
物
に
も
指
定
さ

れ
て
い
る
「
将
軍
杉
」
（
樹
齢
約
１
４
０

０
年
（
推
定
）
、
樹
高
38
ｍ
、
幹
周
19
・

31
ｍ
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
民
有
林
内

に
も
多
く
の
天
然
ス
ギ
が
点
在
す
る
自
然

豊
か
な
地
域
で
す
。
収
穫
調
査
等
で
国
有

林
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
巨
大
な
天
然
ス

ギ
や
そ
の
切
り
株
に
出
会
い
自
然
の
偉
大

さ
に
息
を
の
む
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。

当
事
務
所
管
内
で
は
、
平
成
27
年
10
月

に
、
新
潟
県
、
新
潟
県
農
林
公
社
、
阿
賀

町
、
東
蒲
原
郡
森
林
組
合
、
下
越
森
林
管

理
署
の
５
者
に
よ
り
「
阿
賀
地
域
民
国
連

携
森
林
整
備
推
進
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
中
ノ
沢
地
区
と
新
谷
・
松
野
地
区
に

１
６
７
ha
（
う
ち
国
有
林
89
ha
）
の
団
地

を
設
定
し
、
施
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
、
国
有
林
に
お
い
て
、
新
植
（
ス

ギ
１
・
７
７
ha
、
２
０
０
０
本
/
ha
）
を

実
行
し
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
主
伐
・
間

伐
、
新
植
や
森
林
作
業
道
の
整
備
等
を
進

め
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
現
在
の
悩
み
の
種
が

ク
マ
に
よ
る
皮
剥
ぎ
の
被
害
で
す
。
対
策

と
し
て
、
職
員
に
よ
り
、
各
種
保
護
テ
ー

プ
、
成
長
物
バ
ン
ド
（
宇
都
宮
大
学
小
金

沢
教
授
考
案
）
の
巻
付
け
等
を
行
い
、
そ

の
効
果
や
コ
ス
ト
を
調
べ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

ま
た
、
ク
マ
剥
ぎ
に
関
す
る
地
域
の
関

心
も
高
い
こ
と
か
ら
、
本
年
10
月
に
、
森

林
整
備
推
進
協
定
者
で
あ
る
新
潟
県
農
林

公
社
の
主
催
で
、
中
ノ
沢
地
区
の
民
有
林

に
お
い
て
、
地
域
住
民
や
関
係
者
を
対
象

と
し
た
「
ク
マ
の
皮
剥
ぎ
被
害
対
策
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
の
テ
レ

ビ
局
が
取
材
す
る
中
、
新
潟
大
学
の
教
授

に
よ
る
「
ク
マ
の
生
態
と
皮
剥
ぎ
被
害
に

つ
い
て
」
の
講
話
の
後
、
現
地
で
当
署
森

林
技
術
指
導
官
が
成
長
物
バ
ン
ド
等
の
保

護
テ
ー
プ
の
巻
き
方
に
つ
い
て
説
明
し
、

参
加
者
が
ス
ギ
立
木
に
保
護
テ
ー
プ
の
巻

付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

三
川
森
林
官
と
し
て
２
年
目
で
す
が
、

地
域
と
の
連
携
・
施
業
の
低
コ
ス
ト
化
な

ど
を
念
頭
に
こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
業
務

を
進
め
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成２８年１２月２２日 関 東 森 林 管 理 局 第１５０号（６）

発
行
所

関
東
森
林
管
理
局

編

集

総

務

課

■

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
７
）
２
１
０
‐
１
１
５
８

■

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
７
）
２
３
０
‐
１
３
９
３

成長物バンド実技

新植２０００本／㏊

クマの皮剥ぎ研修会

天然記念物「将軍スギ」

阿賀町中ノ沢「大スギ」


